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ドルチェ・マーケティング（株）代表取締役。経営コ
ンサルタント大前研一氏に認められ、（株）ビジネ
ス・ブレークスルー（代表取締役社長：大前研一）
の出資を受ける。「マーケティングは世の中をしあ
わせにする仕事」という理念のもと、コンサルティン
グから販促ツール制作、海外進出まで、経営視点
での結果につながるマーケティング活動を総合プ
ロデュース。費用対効果1000％以上の実績や、
全日本DM大賞、DMA米国ダイレクトマーケティ
ング協会主催DMA国際エコー賞などの国内外
受賞歴多数。オーストラリア・ボンド大学MBA。

富とはすべてのお金を失った時に 
残されるモノ

富とは一体なんだろう？ 香港生まれでアジアを代
表するウェルス（富）・コンサルタントであり、自身も7
つのビジネスを展開する事業家であるロジャー・ハミ
ルトンは、この問いに端的に答えている。「富とは所
有するお金のことではない。富とは所有するお金を
すべて失った時に残されるモノ」だと。彼が失敗を
重ねた後、20代後半で億万長者になり、30歳でリタ
イアしてまとめたのが、「ウェルスダイナミクス」という
富の力学だ。

昨年には彼の著書の翻訳版『億万長者 富の法
則』が日本でも発売されたので、ご存じの方もいる
だろう。ウェルスダイナミクスでは、富を生み出してい
る人たちは、「お金」を稼ぐ活動より、「富」の土台づ
くりに力を入れていると説いている。つまり、世の中
の評判や、頼りになるネットワーク（情報網、人脈）、

知識、リソース、実績を築くことに時間を割いている
という。こうして築いたものが彼らの富を引き寄せる
ガーデンとなり、この土台であるガーデンがあれば、
一時的にすべてのお金を失ったとしても、驚くほど
短期間で同程度のお金を引き寄せてしまうのだ。

億万長者の8つのタイプ

ウェルスダイナミクスでは、億万長者には8つのタ
イプがあるとしている。クリエイター、スター、サポー
ター、ディールメーカー、トレーダー、アキュムレー
ター、ロード、メカニックだ。

まずクリエイターとは、創造することで富を築くタイ
プ。ウォルト・ディズニーやビル・ゲイツが挙げられる。
スターは、独自のブランドで富を築くタイプ。米国オ
バマ大統領やマイケル・ジャクソンなどがこのタイ
プ。サポーターは、チームを率いて成功するタイプ。

大企業のCEOなどに向くタイプで、GEのジャック・
ウェルチなど。ディールメーカーは、直訳すると「交
渉人」のとおり、人と人を結びつけることで富を得
る。このタイプには、ソフトバンクの孫正義などが該
当する。トレーダーは、その名のとおり安く買い高く
売ることで富を築くタイプで、売買の投資家と言わ
れるジョージ・ソロスなどがいる。アキュムレーターは、
日本語では蓄財家、職人などと言われるが、価値が
上がる資産を集める。こちらには複利の投資家と呼
ばれるウォーレン・バフェットや、職人的なメジャー
リーガーのイチローなどがあてはまる。ロードは支配
者と言われ、お金を生み出す資産を支配すること
で、富を得るタイプ。世界最初のビリオネアー、ジョ
ン・D・ロックフェラーなどがこのタイプ。最後のメカ
ニックはその名のとおり、技術者的な性質で、よりよ
いシステムを編み出すことで富を得る。代表的なの
は、デルの創設者マイケル・デルなどだ。

プロファイル活用法

この8つのプロファイルは簡単なテストで、行動パ
ターンから割り出される。有名人のプロファイルタイ
プは、その際立った言動や行動特性から、推測が
可能だ。ロジャー自身、香港出身のイギリス人と中
国人のハーフであり、西洋と東洋の文化双方の流
れをそれぞれうまく汲んでいる。ウェルスダイナミクス
もシンプルに見えて、実は五行や易経の概念も取り
入れてあり、かなり奥深いのだ。

また、このプロファイルは面白いことに、人以外に
も活用が可能だ。企業としてのタイプを確認し、それ
に応じた戦略を決めることや、組むべき相手を見極
めるのにも使える。会社の中での人材活用にももち
ろん利用できるし、業界全体を見ることもできる。ま
た、同じ会社であっても、その会社の置かれた企業
としてのステージによって、その時々に必要なリー

ダーも割り出せる。
日本のプロファイルはなんだろう？ 答えは職人的

な気質のアキュムレーター。アキュムレーターの日本
で、アキュムレーターのイチローが国民的ヒーロー
だというのも納得だ。日本は、華やかな欧米とはもと
もと資質が違うのだから、自国の道を究めればよい
のだ。

自分の道で富の流れに乗る

印刷会社の方などに時々、「今後印刷会社はど
の方向に進むべきか？」などとの質問をいただくこと
がある。その時にいつも、その質問自体に違和感を
覚えていた。返答としては「どの道を進んでもいいと
思いますよ。それぞれの印刷会社さんがいちばん
得意で好きなことを軸にして、そこを強化していけ
ばいいと思います。技術者でもいいし、提案型に
なってもいいし」と答えていた。

ウェルスダイナミクスを通して、この質問もクリアに
なった。成功した起業家、億万長者と呼ばれる人た
ちにも、8つのタイプがあるのだ。それぞれのタイプ
がそれぞれのやり方で、富を築いた。印刷会社も、
また他の業界においても同じことだと思う。その進
むべき道、生かすべき強みは1種類ではない。ウェ
ルスダイナミクスでは、自分の最も得意なことに特化
できる環境を可能な限り早く築くことが、富を築くカ
ギだとしている。儲かりそうだとか、他の会社がやっ
ているからと足並みを揃える必要はない。早く不必
要な苦労を手放し、楽に富の流れに乗ろう。

自分の道を見極めて富の流れに乗る

1	富とはすべてのお金を失った時に残されるモノ
2	土台となるガーデンを耕すことに時間を割く
3	得意なことに特化できる環境を早く築く
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ロジャー・ハミルトンによる8つのパターン分類
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